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特集
spec i a l  i s s u e

～この笑顔、ふるさとならでは～
帰ってこんね長崎へ

Ｕターンの先輩から

　

本
県
で
は
、少
子
高
齢
化
や
若
者
を
中

心
と
し
た
県
外
へ
の
転
出
な
ど
に
よ
り
、

全
国
で
も
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
人
口
減
少
が

進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、多
く
の
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
者
を
呼
び
込
み
、県
内
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
、移
住
促
進
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
よ
り
、結
婚

や
子
育
て
を
機
に
、ふ
る
さ
と
へ
Ｕ
タ
ー

ン
す
る　
歳
代
以
下
の
働
き
盛
り
世
代
の

方
が
増
え
て
き
て
い
る
ほ
か
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
を
背
景
に
、ど

こ
で
も
働
く
こ
と
が
で
き
る
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
な
ど
の
急
速
な
普
及
も
Ｕ
タ
ー
ン

を
後
押
し
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
受
け
入
れ
や
定
住

は
、地
域
の
産
業
の
担
い
手
確
保
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
活
性
化
、新
た
な
魅

力
の
発
掘
な
ど
、地
域
が
活
気
を
取
り
戻

す
た
め
の
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。活
力
あ
る
長
崎
県
を
維
持
し
て
い
く

た
め
、こ
の
特
集
の
情
報
を
県
外
へ
お
住

ま
い
の
ご
家
族
・
ご
友
人
へ
ぜ
ひ
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

Ｕ･

Ｉ
タ
ー
ン
者
を
受
け
入
れ
て

地
域
を
元
気
に
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40歳代
12%

50歳代7%
60歳代
8%

70歳以上 3%
令和２年度U・Iターン者（1,452名）の年齢層

Uターン者数は過去最高！40歳代
以下の若い世代も前年度からさら
に増加し、8割以上を占めています。

リモートワーク編

も り し た な 　 お

森下 茄穂さん
時津町在住5カ月

　時津町出身の森下さん
は、福岡県内の大学を卒

業後、東京の企業でエンジニアとして働いて
いたところ、新型コロナウイルス感染症の影
響で勤務形態がテレワークに切り替わりまし
た。いつかは長崎に帰りたいと思っていたと
いう森下さん。「コロナ禍で家族に会えなかっ
たことや、東京での暮らしが自分に合わない
と感じ始めていたことから、会社からの後押
しもあって仕事はそのままでUターンしまし
た。移住の際は、『ながさき移住サポートセン
ター』の東京窓口の方が、親身に相談にのって
くださいました」と話してくれました。 Uター
ン後について尋ねると、「生活に余裕ができた
ため、朝のウォーキングやヨガを始めました。
今後はこれまで行ったことのない県内のス
ポットを訪れてみたいです」と語ってくれま
した。

農業者編

よ こ た よ う へ い

横田 洋平さん
雲仙市在住3年4カ月

　雲仙市出身の横田さん
は、高校卒業後に福岡県

内で働いていましたが、仕事のやりがいにつ
いて考える中で、地元での農業に興味を持
ち、県の新規就農相談センターに相談しまし
た。「相談員の方が、親身になって相談に乗っ
てくださり、たくさんサポートしていただき
ました」と横田さん。１年間の研修後、ミニト
マトとブロッコリーの農家として一人立ちし
ました。
　移住後は、長崎の食べ物や自然などの魅力
を改めて感じているそうです。今後の目標に
ついて尋ねると「頑張った分だけ成果が出る
農業は、とてもやりがいがあります。地域の
方々の協力もあり、順調に経営規模は大きく
なっているので、今後もさらに大きくしてい
きたいです」と力強く語ってくれました。 

漁業者編

よ し か わ まさる

吉川　将さん
五島市在住21年

　五島市出身の吉川さん
は、高校卒業後、奈良県内

のスーパーで働いていましたが、結婚を機に
Ｕターン。幼い頃から漠然と海に興味を持っ
ていましたが、漁師になろうとは思っていな
かったそうです。しかし、義父の船に同乗し、
漁を初めて経験した際、五島の海の素晴らし
さに改めて気づき、漁業に携わることを決心
しました。吉川さんが勤めている株式会社三
井楽定置には、吉川さん以外にも関東や関西
から移住した方がいて、自然の中で働くこと
にやりがいを感じているそうです。 
　移住後、地域おこしの活動にも取り組んで
いる吉川さんに今後について聞いてみると
「定置網漁は代々受け継いでいく漁です。次の
世代につなぐことを意識しているので、ぜひ
若い人たちに五島に移住してもらいたいで
す」と熱く語ってくれました。 

動画で見る
先輩移住者の暮らし

公式YouTubeチャンネル「長崎リア住！
放送局」では、先輩移住者の働き方やライ
フスタイルを紹介する動画を配信してい
ます。さまざまな暮らしを実践している皆
さんの日常は、移住をぐっと身近に考える
きっかけやヒントにつながります。

ウェブサイト「ながさき
移住ナビ」（P7参照）にも
移住者インタビューを掲
載しています。長崎リア住！放送局

ユ ー チ ュ ー ブ
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　本県は、少子高齢化や人口減少、新型コロナウイルス感染症の影響な
ど多くの課題を抱え、大変厳しい状況にありますが、一方で、西九州新幹
線の開業や特定複合観光施設（ＩＲ）の誘致、企業誘致の拡大など、まち
や産業構造が大きく変わろうとしています。このような大きな変化の波を
地域活性化に結びつけるため、今後もＵ・Iターン施策に力を注いでいき
ますので、県民の皆様のご協力をよろしくお願いします。

長崎県知事
中村法道

①～②はこちら

7 6

Ｕターン後のチャレンジを支援Ｕターンのご相談はこちらへ

移住・創業への支援など

農林漁業への就業支援

　都市部からの移住を促進するとともに、地域の雇用創出につながる創業に取り組む方
を支援します。（公募期間など詳細はウェブサイトをご確認ください）
　市町によってはこのほかにもさまざまな支援が用意されています。

　会員登録すると、本
県へのU・Iターンに関
する最新情報を入手
できるほか、さまざま
な特典やサービスを受
けることができます。

ながさき移住倶楽部 登録無料

主な特典
●引越料金･レンタカー料金の割引
●宿泊施設での割引サービス など

検索ながさき移住

検索長崎　リモートワーク支援

イ ン ス タ グ ラ ム ラ イ ンフ ェ イ ス ブ ッ ク

①移住支援

②創業支援
創業に要する経費を最大200万円補助
（補助率1／2）

創業予定者（付加価値の高い産業分野での
事業承継を含む）

対 象 対 象

要 件 ●地域課題の解決につながる社会的事業
●県内で実施する事業

東京圏から長崎県への移住者に対し、1世帯当たり100万円を給付（単身の場合は60万円）
対 象

要 件

東京23区に連続5年以上在住または通勤していた方など

●就職支援サイト「Nなび」掲載の対象求人へ就業した方
●内閣府が実施する「プロフェッショナル人材事業」又は
　「先導的人材マッチング事業」を利用して県内企業に就業した方　　　
●②創業支援（本ページ下部参照）を活用して県内で創業する方
●移住先を生活の本拠とし、従来の業務を引き続き行う方（テレワークなど）
　※自己の意思によるものに限る（転勤や出向などを除く）
●移住前に移住先の地域との深い関わりがあった方（関係人口）

③有人国境離島法による創業・事業拡充支援
設備投資資金や人件費、広告宣伝費などの運転
資金を最長5年間補助（補助率3／4）

対馬、壱岐島、五島列島において新たな雇
用を生む創業または事業拡大を行う方

◎補助金の年間上限額

1,200万円
450万円●創　　業

●事業拡大

広報テレビ番組「みジカなナガサキ」でも今回の特集を8月に放送します。ぜひご覧ください。
問合せ 県の地域づくり推進課　☎095－895－2242

　就業相談や技術習得など、さまざまな支援を行っています。お気軽にご相談ください。

長崎県新規就農相談センター
☎0957-25-0031

農　業
長崎県林業協会
（林業労働力確保支援センター）
☎0957-25-0184

林　業
県の水産経営課
☎095-895-2832

漁　業

Uターン者も活用
待っとるばい！エヌ

◎令和3年2月26日以降の転入については、テレワークを活用して仕事は変えずにUターンされた
方、県内市町が「関係人口」として認めた方についても、移住支援金の支給対象となりました。

ながさき移住サポートセンター
　県と県内21市町が共同で運営し、就職・転職や住まい探しなどU･Iターンに関するさまざまな
サポートを行っています。U･Iターンを検討している当事者の方はもちろん、ご家族やお知り合い
の方もお気軽にご相談ください。

長崎ならではの暮らしの景色や人々の様子、働き方を紹介
するコーナーを充実！デザインを一新し、知りたい情報をよ
り調べやすく、見やすくなりました。

今後の移住相談会のスケジュール
は日程が決まり次第、随時ながさ
き移住ナビに掲載します。

FacebookやInstagram、LINEでも情報を発信していま
す。ぜひフォローをお願いします。

移住相談会の案内

SNSでも情報発信中！

総合ポータルサイト
「ながさき移住ナビ」をリニューアル！ リモートワーク支援特設サイトを開設！

リモートワークが可能な県内施設の情報や各市町の
取り組みなどを紹介。リモートワーク、ワーケーショ
ンを検討している方に最適な情報を提供します。

Facebook Instagram LINE

窓口の紹介

長崎市尾上町3-1　県庁4階
☎095-894-3581（直通）
　　　　　9時～17時（月～金）
※祝日、12/29～1/3を除く

長崎本部

受付時間

東京都千代田区有楽町2-10-1
東京交通会館8階（ふるさと回帰支援センター内）
☎080-7735-3852（直通）
　　　　　10時～18時（月曜休館）
※祝日、8/10～15、12/28～1/2を除く

東京窓口

受付時間

県外で暮らすお子さんや
お孫さん、ご友人などへ
お知らせ頼むばい！


